
 

 

 

 

 

 

 

８月４日（火）、旗屋小学校において、令和８年度名古

屋市理科教育研究会の夏季研修会が開催されました。 

全体会では、佐藤先生（港北中）、石野先生（なごや

小）、渡邊先生（なごや小）、澤田先生（船方小）の４名

の先生方に、実践の発表を行っていただきました。その

後、義務教育課指導主事森順仁先生から４名の実践に

ついてご指導・ご講評をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年９月１６日（水) 名古屋市理科教育研究会  事務局 広報係 

第１２０号 

https://meirikai.wp.tcp-ip.or.jp 

 「夏季研修会」が開かれました！ 

佐藤友哉先生（港北中学校） 

「学習前の考えを問い直す理科学習の構造

～自己調整学習につながる学びの始まりに着目して～」 

「章を貫く課題」を提示し、初期の考え

の記述と他者との交流を通して考えを問い

直す学習を実践が見られた。 

生徒は自分自身の課題を見 

いだし学習計画を立てるこ 

とで、主体的・自己調整的 

に学ぶことができていた。 

石野幹先生（なごや小学校） 

「夢中になって追究し、自律して学び続ける児童の育成～

児童の「したい！」を大切に、『学びの知図』で振り返る活動を通して～」 

生活に結び付く問題設定と「学びの知

図」による振り返りを通して、児童が理科

を自分事として捉え、夢中に 

追究しながら自律的に学び続 

ける児童を育成した実践が見 

られた。 

渡邊佑真先生（なごや小学校） 

「科学的に考えながら自ら学びを進める児童の育成」 

問題解決シートと「学びの知図」を活用

し、実証性・再現性・客観性を意識した学

習を通して、科学的に考え 

ながら自ら学びを進める児 

童の育成を目指した実践が 

見られた。 

澤田智先生（船方小学校） 

「仲間と共にひたむきに観察・実験に取り組む子どもの育成」 

挑戦から始まる学びを意識した教材提示

と「学びログ」による振り返り活動を通し

て、仲間と学び合いながら主 

体的に観察・実験へ取り組む 

児童の育成を目指した実践が 

見られた。 



 

 

 

 

 

 

 

それぞれの分科会では、ナゴヤ学びのコンパスでも中心的に取り組むべきテーマを基に、様々な

提案をしていただきました。多くの方からの質疑や、それに答える提案者の考え、また、司会者や助

言者による助言などにより、提案者も参加者も新たに学ぶことが多く、実りの多い会となりました。 

 

区分 提案者 研究テーマ 

第１分科会 

湊 大輝 先生 

（船方小） 

学び続ける力を育てる理科学習 

～「概念地図の活用」×「探究活動の充実」で育む夢中になって探究できる児童～  

永治 友希 先生 

（冨士中） 

科学史で探究する理科学習 

－生徒が問いを更新し続ける授業づくり－ 

第２分科会 

田中 裕明 先生 

（なごや小） 

学びを自分の生活に生かす子どもの育成 

－見通しをもった問題解決を重視して－ 

布目大貴 先生 

（鳴子小） 
自分の課題を探究する理科学習 

第３分科会 

山下 菜月 先生 

（鳴海東部小） 

自分流サイエンス 

～児童が主体的に取り組める問題解決学習を目指して～ 

飯田 望夢 先生 

（船方小） 
生活と結び付けながら主体的・協働的に学ぶ児童の育成 

第４分科会 

和久井 愛 先生 

（東山小） 
見通しをもって観察・実験に取り組む児童の育成 

神谷 健太 先生 

（山吹小） 

問いをもち、仲間と共に学びを深める児童の育成 

～問いエンスマップと「？トーク」を活用した協働×探究の実践を通して～ 

 

 

 

 

 

森順仁先生より（義務教育課指導主事） 

「ナゴヤ学びのコンパス」が目指す子ども中心の学びの実現に向け、一人一人に応じた学

習過程の充実や資質・能力の育成の重要性について講話がありました。また、「主体的・対話

的で深い学び」のさらなる充実を図り、子どもたちとともに新しい教育を創造していくことの大

切さが示されました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 日時 １０月１４日(水) ５時限目  

○ 場所 中村区 御田中学校 本校 

○ 授業公開 13:05～13:50 事後検討会 14:00～ 

○ 学年および単元 中学校１年生「水溶液の性質」 

○ 授業者 御田中学校 國嶋 慎吾 先生 

本実践では、生徒の思考力を育むことを目的としています。授業の見どころとしては、３つです。１つ目とし

て、教材の工夫です。生徒が思わず考えたくなるような教材を提示しようと準備しています。２つ目として、学習

プリントの工夫です。仮説を立てていく際、生徒の思考の流れが明確になるような工夫をしています。３つ目とし

て、振り返りです。実験結果から自分たちの仮説を分析します。 

まだ、検討中の段階ですので、当日変更される場合もありますが、生徒たちが生き生きと取り組む姿をぜひ

ご覧ください。 

中学校実践研究部は中学校理科に携わる会員のニーズに寄り添った授業づくりのサポート、 

授業力向上を目指して活動しています。秋の授業公開に向けた準備・検討を中心に進めるとともに、 

日ごろの理科授業の相談など、授業実践について相互に学び合っています。活動の様子は、名理 

会のＨＰ(右上の二次元コード)の「名理会実践研究部『みんなで創る理科授業』」に紹介しています 

ので、ご覧ください。 

中学校実践研究部会に参加してみたい・授業公開を参観したい方は、これまでの参加者に直接連絡するか、

笹島中学校今井まで、メール（imai0180@nagoya-c.ed.jp）でお知らせください。日時など、詳細をご連絡します。 

 

 実践研究部の活動 「授業公開」について 

み
ん
な
の
理
科
授
業 

～
い
つ
も
の
授
業
に
ス
パ
イ
ス
を
～ 

第
二
回 

「
始
祖
鳥
は
飛
べ
た
の
か
？-

３
Ｄ
骨
格
モ
デ
ル
で
探
る
進
化
の
授
業
」 

文
： 

小
比
賀 

正
規
（
扇
台
中
） 

 

生
命
・地
球
領
域
の
単
元
で
は
、
標
本
な
ど
の
実
物
教
材
を
準
備
し
た
い
と

思
っ
て
も
、
そ
れ
が
難
し
い
こ
と
が
多
い
で
す
。
骨
格
の
比
較
か
ら
進
化
を
学
ぶ

「
生
物
の
種
類
の
多
様
性
と
進
化
」
の
単
元
も
そ
の
一
つ
で
す
。
手
羽
先
を
煮

込
み
、
ポ
リ
デ
ン
ト
に
つ
け
…
と
標
本
を
生
徒
と
自
作
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
大
変
で
す
。
貸
出
標
本
を
依
頼
し
よ
う
に
も
、
名
古
屋
の
学
校
ま
で
対
応

し
て
く
れ
る
施
設
は
、
私
が
調
べ
た
範
囲
で
は
、
広
島
県
の
安
佐
動
物
公
園
な

ど
ご
く
わ
ず
か
で
す
。 

ど
う
に
か
標
本
を
準
備
で
き
な
い
か
と
、
日
本
モ
ン
キ

ー
セ
ン
タ
ー
のH

P

を
の
ぞ
い
て
い
る
と
、
現
生
の
動
物
や
化
石
の
３
Ｄ
モ
デ
ル

が
多
数
共
有
さ
れ
て
い
る
「Sk

e
tc

h
fa

b

」
と
い
う
サ
イ
ト
を
見
つ
け
ま
し
た
。

「
３
Ｄ
モ
デ
ル
は
実
物
の
標
本
の
代
わ
り
に
な
る
の
で
は
」
と
思
い
、生
成
Ａ
Ｉ
に

コ
ー
ド
を
書
い
て
も
ら
い
、
20

種
類
程
度
の
３
Ｄ
モ
デ
ル
を
集
約
し
た
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
教
材
を
作
成
し
、こ
の
１
学
期
に
実
践
し
て
み
ま
し
た
。 

 

「
始
祖
鳥
は
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
か
」
と
生
徒
に
投
げ
か
け
、
授
業
は
始

ま
り
ま
し
た
。生
徒
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
上
で
現
生
の
飛
べ
る
鳥
・飛
べ
な
い
鳥
・始
祖

鳥
な
ど
の
３
Ｄ
モ
デ
ル
を
自
由
に
選
択
し
、回
転
・拡
大
し
な
が
ら
議
論
を
深
め

ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
胸
骨
の
形
（
竜
骨
突
起
の
有
無
）
に
着
目
し
「
始
祖
鳥

は
飛
べ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
結
論
づ
け
て
い
き
ま
し
た
。
実
は
こ
の
問

い
、
今
な
お
議
論
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
誰
も
本
物
の
始
祖
鳥
を

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
す
。
化
石
な
ど
の
残
さ
れ
た
証
拠
か
ら
推
論
し

結
論
を
導
い
て
い
く
し
か
な
い
の
で
す
。こ
の
よ
う
な
生
物
学
者
が
実
際
に
行
っ

て
い
る
探
究
の
過
程
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
科
学
と
い
う
営
み
を
追
体
験
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
だ
ま
だ
多
く
の
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
３
Ｄ
モ
デ

ル
の
活
用
に
は
大
き
な
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。 

※
「Sk

e
tc

h
fa

b

」
は
、
教
職
員
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
閲
覧
可
能
で
す
が
、
生
徒
用

で
は
フ
ィ
ル
タ
ー
に
ひ
っ
か
か
り
ま
す
。
管
理
職
の
先
生
を
通
し
て
Ｄ
Ｘ
推
進
課

に
フ
ィ
ル
タ
ー
の
解
除
を
依
頼
し
て
か
ら
実
践
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 


